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表１ 家庭から排出される食品ロス量の推計 1) 
  2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 
直接廃棄 1,076 1,046 865 857 887 
過剰除去 917 932 912 892 897 
食べ残し 1,124 1,046 1,047 1,138 1,121 
合計 3,117 3,024 2,824 2,887 2,905 
    (千トン/年) 
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写真１ イベント出展準備の様子 写真２ イベント出展の様子
A, 33.5 B, 26.1 C, 40.4
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2016.11.27 くらよし国際交流フェスティバル2016 おからマドレーヌ 150個 
2017.11.26 くらよし国際交流フェスティバル2017 おからカップケーキ 240個 
2018.02.23 Cafe pioggiaコラボイベント おからカップケーキ 40個 
2018.06.23 第8回中部発！食のみやこフェスティバル 三朝神倉大豆おからケーキ 310個 
2018.11.25 くらよし国際交流フェスティバル2018  三朝神倉大豆おからケーキ 400個 
2019.04.13 日本海テレビ60周年記念感謝祭『60祭』 三朝神倉大豆おからケーキ 350個 
2019.06.01 2019 とっとり 
GOOD FOOD MARKET MARUCOLLA 
手作り“ねばりっこ”入りうどん 
体験ブース 100食分 
2019.06.23 第9回中部発！食のみやこフェスティバル 三朝神倉大豆おからケーキ 430個 
2019.11.24 くらよし国際交流フェスティバル2019 三朝神倉大豆おからケーキ 450個 
もち麦入り白玉ぜんざい 100食 
2019.12.08 エシカルマルシェ 鹿肉ローストナンドック100食 

















































































































写真3 開会式の様子 写真4 調理の様子 
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本学学生であり、一般の方の参加が少なかった。案内文書やポスターの発送が応募締め切りの約１か
月前というのは、やや遅かったと思われる。各種団体への開催の案内を早めに行うか、あるいは開催
時期をもう少し遅らせ、一般の方の参加を促す工夫が必要だと考えられる。
また、今回は「鳥取県内産農産物（野菜類・いも類・果物類）の規格外やB級品食材」という指定
であったが、B級食材の定義がわかりにくいため、テーマや食材を絞ってはどうか、という提案もあ
がった。鳥取中央農業協同組合様にご後援いただいていることから、今後、食材の提供など連携した
取組みができないか検討の余地があると考えられる。
その他、学長賞などの特別賞の設定や、おからやもち麦の使用など他のプロジェクトの取り組み内
容を活かしたテーマを設定するなど、いくつかの提案があった。これらの課題や新たなアイディアを
整理し、改善し、継続してコンクールを開催することにより、未利用食材を通じた「地域」の活性化
につなげていきたいと考える。
総括
 食物栄養専攻が中心となって発信する本プロジェクト「とりたん食材まるごと活用プロジェクト」
は活動を始めてから４年しか経過していない。軸となる目標や方針も都度見なおしながら進めてきた。
発足時は「食品ロス・食材ロス」にのみ焦点をあててきたが、現在では「（食材ロスのみでなく）地域
食材をまるごと活用する」というプロジェクト名にも沿った方針となっている。徐々に取組みも認知
され始め、学生のみならず関係する教職員も活動にやりがいも出てきているのではないだろうか。地
域に根ざす大学、地域とともにある大学として、今後も「食」に関する地域の課題解決を担うプロジ
ェクトとしてしっかりと進めていきたい。 
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